
－ 記 者 発 表 資 料 －

○宇都宮国道事務所では、栃木県内（一部茨城・埼玉県内を含む）の国道
４号、新４号国道及び国道５０号の整備及び管理を行っています。

○平成２３年度は、約８６．５億円で事業を実施します。

平成２３年度 宇都宮国道事務所の事業概要

国土交通省 関東地方整備局 宇都宮国道事務所

電話 ０２８－６３８－２１８１（代表）

副所長 篠原 正美 計画課長 大里 弘人

問い合わせ先

しのはら まさみ おおさと ひろと

  

平成２３年５月１２日（木）
国土交通省 関東地方整備局 宇都宮国道事務所

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会

栃木県政記者クラブ、茨城県政記者クラブ、埼玉県政記者クラブ

発表記者クラブ

・氏家矢板バイパスは、平成２４年度の全線４車線開通に向けて、用地買収、改良

工事を実施します。

・西那須野道路は、道路設計、用地買収及び改良工事を実施します。

・多車線化に向けて、道路設計、改良工事、橋梁工事を実施します。

※４月１日の閣議において財務大臣から公共事業予算・施設費について５％を一つのめどとして執行をいったん

留保するとの方針が示されたことから、全体として原則５％程度の予算執行が留保されることとなる。

・安塚街道入口交差点改良は、調査設計、用地買収及び工事を実施します。

うじいえやいた

やすづかかいどういりぐち

に し な す の

〈国道４号〉

・耐震補強工事を実施するとともに、他路線と併せて橋梁点検等の維持管理を行い

ます。

〈国道４号（新４号国道）〉

〈国道５０号〉

主要事業は以下のとおりです。
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※４月１日の閣議において財務大臣から公共事業予算・施設費について５％を一つのめどとして

執行をいったん留保するとの方針が示されたことから、全体として原則５％程度の予算執行が

留保されることとなる。

※上記のほか、維持管理費、調査費、業務取扱費等がある。

平成２３年度　宇都宮国道事務所　事業費
（単位：百万円）

事業費

改築事業 5,279

国道４号 氏家矢板バイパス 320

国道４号 西那須野道路 940

国道４号（新４号国道） 春日部古河バイパス 850

国道４号（新４号国道） 古河小山バイパス 362

国道４号（新４号国道） 小山石橋バイパス 520

国道４号（新４号国道） 石橋宇都宮バイパス 450

国道50号 結城バイパス 21

国道４号 利根川橋 516

国道４号 耐震補強 900

国道50号 耐震補強 400

国道４号　安塚街道入口交差点改良

国道４号　大原間歩道整備　　　　　　　他９箇所

電線共同溝事業 国道４号　７箇所 506

合　計 8,645

事　業　名

交通安全事業 2,860
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国道４号 氏家矢板バイパス
Ｈ２３年度事業費：３．２０億円

【事業の概要】

国道４号氏家矢板バイパスは、栃木県塩谷郡高根沢町上阿久津から、矢板市

片岡間の交通混雑の緩和と沿道環境の改善を目的とする、延長約13.9kmのバイ

パス及び現道拡幅事業です。

平成22年度は、約3.6kmが４車線で開通しました。

事業箇所：栃木県塩谷郡高根沢町上阿久津～矢板市片岡

延 長：１３．９ｋｍ うち、４車線開通区間：8.2km

２車線開通区間：5.7km

【平成23年度の予定】

道路設計及び氏家・矢板地区において、用地買収・改良工事を実施

【事業の効果】

氏家矢板バイパスが整備されることにより、地域間の連携を強化し、さくら

市及び矢板市の交通渋滞の緩和及び交通安全の確保を図ります。

蒲須坂南交差点付近（福島方面を望む） 白栗交差点付近（福島方面を望む）

うじいえやいた

し お や ぐ ん た か ね ざ わ ま ち か み あ く つ

うじいえ

や い た し

かたおか

や い た し か た お かし お や ぐ ん た か ね ざ わま ち か み あ く つ

やいた

蒲須坂南交差点 白栗交差点
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国道４号 西那須野道路
Ｈ２３年度事業費：９．４０億円

【事業の概要】

国道４号西那須野道路は、栃木県那須塩原市街地の交通混雑の緩和と交通安

全の確保を目的とする、延長約4.6Kmのバイパス及び現道拡幅事業です。

事業箇所：栃木県那須塩原市三区町～西富山

延 長：４．６ｋｍ

【平成23年度の予定】

道路設計、用地買収及び三区町～西富山において改良工事を実施

【事業の効果】

西那須野道路が整備されることにより、地域間の連携を強化し、那須塩原市

街地周辺の交通渋滞の緩和及び交通安全の確保を図ります。

に し な す の

（市）睦・石林線
烏ヶ森公園

至　福島

至　東京

西富山交差点

二区交差点

（市）塩原街道線

ＪＲ東北本線
国道４号

一般国道400号

国道400号バイパス

な す し お ば ら

な す し お ば ら し さ ん く ち ょ う に し と み や ま

にしとみやまさんくちょう
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国道４号
（春日部古河バイパス、古河小山バイパス、小山石橋バイパス、石橋宇都宮バイパス）

Ｈ２３年度事業費：２１．８２億円

【事業の概要】

新４号国道は、埼玉県越谷市を起点とし栃木県宇都宮市に至る、延長約80.5

kmの道路です。宇都宮国道事務所では、茨城県猿島郡五霞町から栃木県宇都宮

市までの延長約62kmの区間を整備しています。

春日部古河バイパス、古河小山バイパス、小山石橋バイパス、石橋宇都宮バ

イパスの各事業として整備を進めており、周辺市街地の交通混雑の緩和と交通

安全の確保を目的とするバイパス事業です。

事業箇所：茨城県猿島郡五霞町～栃木県宇都宮市

延 長：約６２ｋｍ

【平成23年度の予定】

道路設計及び新利根川橋の橋梁上部

工、栄橋下部工、五霞・古河・境・上

三川・上蒲生・平出地区において改良

工事を実施。

【事業の効果】

新４号国道の整備により、地域間の

連携を強化し、並行する現道や市街地

周辺の交通渋滞の緩和及び交通安全の

確保を図ります。

上蒲生中交差点付近（福島方面を望む）

う つ の み や

か す か べ こ が

こ し が や し う つ の み や し

さ し ま ぐ ん ご か ま ち

し

こ が お や ま お や ま い し ば し い し ば し う つ の み や

さ し ま ぐ ん ご か ま ち う つ の み や し

さかえばし

し ん と ね が わ ば し

こ がご か さかい かみ

か み が も うのかわ ひらいで
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国道４号 安塚街道入口交差点改良

Ｈ２３年度事業費：１．２０億円

【事業の概要】

国道４号安塚街道入口交差点は、右折待ち車両に後続車が追突する事故が多

発しているため、交通事故対策として交差点改良（右折レーン設置）を行うと

ともに、歩道幅員が狭小であるため、歩道の拡幅を行い、自転車歩行者道を整

備します。

事業箇所：栃木県宇都宮市雀の宮地先

【平成23年度の予定】

調査設計、用地買収及び工事を実施

【事業の効果】

当該交差点周辺には、ＪＲ雀宮駅、病院、商業施設が隣接しているとともに、

周辺の小学校の通学路に指定されていることから、交差点改良による交通事故

対策とともに、自転車歩行者道を整備することにより、歩行者や自転車の安全

に配慮した道路空間の再構築を図ります。

安塚街道入口交差点付近の状況

標準横断図（現況） 標準横断図（計画）

◇計画平面図

安塚街道入口交差点

雀宮中央
小学校

JR雀宮駅

県道
安塚雀宮線

雀宮駅前交差点雀宮駅前交差点

宇
都
宮
線
（
東
北
本
線
）

安塚街道入口交差点安塚街道入口交差点

至 福島

至 東京

44

国道４号

至

東
京

やすづかかいどういりぐち

うつのみやし すずめのみや
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国道４号 大原間歩道整備
Ｈ２３年度事業費：７．１４億円

【事業の概要】

国道４号大原間歩道整備は、大原間南交差点から東小屋交差点までの約0.7

kmの区間において、上下線の歩道の整備を行い、良好な歩行空間を確保して、

歩行者の安全性向上を図ることを目的とした事業です。

事業箇所：栃木県那須塩原市大原間

延 長：０．７ｋｍ

【平成23年度の予定】

【事業の効果】

調査設計、用地買収及び工事を実施

当該箇所の周辺には、ＪＲ那須塩原駅や病院等が立地しています。また、当

該区間には、歩道が未整備な箇所もある一方で、大原間小学校の通学路として

利用されていることから、地元からは歩道の設置が望まれています。歩道整備

を実施することにより、良好な歩行空間を確保して歩行者の安全性向上を図り

ます。

標準横断図（現況） 標準横断図（計画）

国
道
４
号

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線

ＪＲ那須塩原駅

至 福島

至 宇都宮

大原間付近の状況

国道４号 大原間歩道整備
延長：0.7km

大原間南交差点

東小屋交差点

おおはらま

おおはらまみなみ ひがしこや

な す し お ば ら し お お は ら ま
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国道４号・５０号耐震補強事業
Ｈ２３年度事業費：１３．００億円

【事業の概要】

宇都宮国道事務所が管理する国道４号・５０号は、北関東の各都市を連絡す

る主要幹線道路で、第１次緊急輸送道路 に指定されています。

大規模地震発生時における緊急輸送道路を確保するために、橋梁の耐震対策

や長寿命化のために予防的な修繕を実施しています。

【平成23年度の予定】

・国道４号 砂田高架橋橋脚補強［宇都宮市］

・国道４号 鬼怒川橋橋脚補強［宇都宮市～高根沢町］

・国道50号 小山大橋橋脚補強［小山市］

【事業の効果】

※

①大規模地震発生時に、橋梁の倒壊や落橋を防止し、救援活動や緊急物資を

輸送するための道路を確保します。

②今後、老朽化する橋が増えることを踏まえ、大規模な修繕が必要となる前

に、予防的な対策を行うことにより橋の延命化を図ります。

《 施 工 例 》

施工前 施工後

※第一次緊急輸送道路：県庁所在地、地方中心都市などを連結する重要な道路

き ぬ が わ

す な だ

おやまおおはし

たかねざわ

変位制限装置

補強材
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電線共同溝事業
Ｈ２３年度事業費：５．０６億円

【事業の概要】

宇都宮国道事務所が管理する国道４号において、市街地の防災機能の向上と

美しい街並みの形成を図るため、電線類を地中化する電線共同溝の整備を進め

ます。

【平成23年度の予定】

・国道４号 野木町野木［延長：１．５ｋｍ］

・国道４号 那須塩原市三島［延長：２．４ｋｍ］

・国道４号 小山市神鳥谷～中央町［延長：１．２ｋｍ］

・国道４号 宇都宮市簗瀬町［延長：２．２ｋｍ］

・国道４号 小山市羽川［延長：１．３ｋｍ］

・国道４号 那須塩原市大原間～東小屋［延長：１．３ｋｍ］

・国道４号 小山市羽川～下野市川中子［延長：３．４ｋｍ］

【事業の効果】

電線共同溝は、機能的な道路空間と美しい街並みを形成するため、電線及び

光ファイバー等をまとめて歩道の下などに収容し、電線類を地中化することに

より、災害時の緊急輸送道路の確保、円滑な消防活動、台風・地震等の災害に

強い街づくり、高度情報化に向けて通信の信頼性の向上を図ります。

《電線共同溝の整備事例》

整備前 整備後

の ぎ ま ち の ぎ

な す し お ば ら し み し ま

お や ま し ひ と と の や ちゅうおうちょう

う つ の み や し や な ぜ ま ち

お や ま し は ね か わ

な す し お ば ら し お お は ら ま ひ が し こ や

お や ま し は ね か わ し も つ け し か わ な ご
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維持管理

【巡 回】 【除 草】

【除雪作業】【凍結防止剤散布】

宇都宮国道事務所では、栃木県内（一部茨城県・埼玉県を含む）の国道４号、

新４号国道、国道５０号の３路線、総延長約２３４kmにおいて、良好な道路の機

能を維持し、安全を保つため道路の維持管理を行っています。

国道５０号

国
道
４
号

新
４
号
国
道

福島県西白河郡西郷村小田倉

埼玉県幸手市
上宇和田

栃
木
県
足
利
市
南
大
町

茨
城
県
結
城
市

小
田
林

積
雪
寒
冷
地
域

寒
冷
地
域

埼玉県久喜市
栗橋

栃木県宇都宮市
平出工業団地

【事業の概要】

【平成23年度の予定】

一般交通に支障をきたさないよう道路

を常時良好な状態に保つため、道路利用

者などに対して安全で円滑な交通を確保

しつつ、全国統一の基準を踏まえ、｢道路

巡回｣、｢道路清掃｣、｢除草｣、｢樹木の剪

定｣、｢除雪｣などの各作業のほか、｢橋梁

点検｣、｢橋梁補修｣などを実施します。

○橋梁点検

・国道４号：利根川橋 他15橋

・新４号国道：久部高架橋 他25橋

・国道５０号：田島高架橋 他３橋

を実施予定

○橋梁補修

・国道４号：五霞高架橋 他27橋

を実施予定

【路面補修】 【橋梁点検】

と ね が わ

たじま

ご か

きゅうぶ
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